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靫詔饗菅波茂アムダ代表
　
第
二
回
沖
縄
平
和
賞
に
輝
い
た
ア
ム
ダ
の
菅
波
茂
代
表
は
二
十
二
日
の
授
賞
式
終
了
後
の
会
見
で
、
コ
沖

縄
戦
な
ど
の
歴
史
で
）
不
条
理
と
い
う
言
葉
が
当
て
は
ま
る
沖
縄
か
ら
平
和
を
求
め
る
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
重
く
受
け
止
め
る
」
と
述
べ
た
。
県
民
が
自
ら
の
意
思
で
選
択
で
き
な
か
っ
た
米
軍
基
地
の
存
在
な
ど
沖
縄

の
現
状
に
触
れ
（
人
間
の
尊
厳
は
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
だ
が
、
選
択
肢
が
持
て
な
い
弱
者
の
強
み
は
ハ
他
の
）

弱
者
の
痛
み
が
分
か
る
こ
と
だ
。
世
界
の
弱
者
や
平
和
の
た
め
に
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
世
界
の
理
解

が
得
ら
れ
る
」
と
訴
え
、
沖
縄
発
の
国
際
協
力
に
期
待
し
た
。

¬

知
事
外
交
」
も
提
言

　
授
賞
式
で
提
案
し
た
「
沖

縄
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
世
界
平
和

三
位
一
体
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
世
界
の
国
々
の
多
く
が
血

縁
共
同
体
社
会
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
、
「
沖
縄
は
日
本

で
唯
一
の
血
縁
共
同
体
社
会

だ
」
と
指
摘
。
世
界
の
県
系

人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
緊
急
支
援
体
制
の
構

築
な
ど
、
沖
縄
の
特
長
を
生

か
し
た
国
際
貢
献
の
在
り
方

を
提
案
し
、
「
沖
縄
の
方
々

と
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
戦
争
体
験
の
風
化

を
懸
念
し
、
青
少
年
に
紛
争

沖縄平和賞を受賞し、記念講演

するＡＭＤＡの菅波茂代表＝22
日午後、名朧市

や
災
害
現
場
を
身
近
に
体
験

さ
せ
る
た
め
の
奨
学
金
創
設

を
提
案
。
知
事
外
交
の
サ
ミ

ッ
ト
開
催
も
僣
百
し
、
被
爆

体
験
を
持
つ
広
島
、
震
災
を
体

験
し
た
兵
庫
、
国
際
貢
献
を

推
進
し
て
い
る
岡
山
の
各
県

と
沖
縄
が
連
携
し
、
平
和
を

発
信
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
。

　
菅
波
代
表
は
国
運
外
交
に

期
待
。
沖
縄
の
相
互
扶
助
を

生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

国
運
の
場
で
具
体
的
に
提
案

し
た
い
と
の
考
え
も
示
し
た
。
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舌
　
　
　
　
み
、
ケ
ニ
ア
洪
水
な
ど
に
も

同
国
蓄
妾
言
言
雛
形

　
ア
ム
ダ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
目
口
ア
う
。
ほ
か
に
十
四
力
国
で
長

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
は
期
の
生
活
改
善
活
動
を
支
援

Ｔ
八
八
四
年
に
苛
波
茂
代
表
す
る
。

を
中
心
に
岡
山
県
に
設
立
。
　
沖
縄
支
部
ハ
支
部
長
・
大

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
南
沖
良
一
沖
縄
セ
ン
ト
ラ
ル
屑

米
で
戦
争
や
自
然
災
害
に
よ
院
長
）
は
九
五
年
に
設
立
。

り
困
窮
す
る
人
々
へ
の
医
療
九
八
年
に
中
米
ニ
カ
ラ
グ
ア

救
援
と
生
活
改
善
を
支
援
す
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
災
地
、
二

る
日
本
で
初
の
国
運
医
療
Ｎ
Ｏ
Ｏ
一
年
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド

Ｇ
Ｏ
。
国
内
に
三
、
海
外
ニ
ル
大
地
震
被
災
地
に
医
師
や

十
八
支
部
が
あ
る
。
今
年
は
看
護
師
を
派
遣
す
る
な
ど
活

イ
ラ
ク
復
興
な
ど
に
取
り
組
動
を
続
け
て
い
る
。
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